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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の超音波画像データが表示用画像データとして設定され、前記表示用画像デー
タを表示する際の時間の割合が種類ごとに設定された設定情報を取得する取得部と、
　前記設定情報で設定された複数種類の超音波画像データそれぞれを時系列に沿って生成
する画像生成部と、
　前記設定情報に設定された割合で単位時間内に前記複数種類の超音波画像データを順々
に表示させる処理を繰り返す制御を行う制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、表示される同一種類の超音波画像データにおいて、当該同一種類の超音
波画像データとは異なる種類の超音波画像データの表示頻度に応じた表示時刻に対応する
生成時刻の超音波画像データが存在しない場合の表示用画像データとして、当該表示時刻
の前後で表示される２つのフレームから補間処理により生成される補間画像データを表示
させるように制御する、超音波診断装置。
【請求項２】
　前記設定情報で設定された複数種類の超音波画像データは、同一種類の信号処理が行な
われた反射波信号から生成可能な複数種類の超音波画像データを含む、請求項１に記載の
超音波診断装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記設定情報で設定された時間の割合により表示させる超音波画像デー
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タの種類を切り替えることで、表示部の同一表示領域において、前記画像生成部が生成し
た複数種類の超音波画像データを動画表示させる、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記制御部は、表示部の複数の表示領域それぞれに表示させる超音波画像データの種類
を割り振り、前記画像生成部が生成した複数種類の超音波画像データそれぞれを、前記複
数の表示領域それぞれにおいて種類別に並列して動画表示させる、請求項１に記載の超音
波診断装置。
【請求項５】
　前記画像生成部は、前記設定情報で設定された複数種類の超音波画像データそれぞれを
、種類別に設定された頻度により、時系列に沿って並行して生成し、
　前記制御部は、前記画像生成部が並列して生成した複数種類の超音波画像データから、
前記設定情報で割合が設定された種類に該当する超音波画像データであり、生成頻度に応
じた表示時刻に該当する生成時刻の超音波画像データを順次選択し、選択した超音波画像
データを表示部に順次表示するように制御する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記画像生成部は、前記設定情報で設定された割合に応じて生成処理を行なう超音波画
像データの種類を順次切り替えながら、前記設定情報で設定された複数種類の超音波画像
データそれぞれを、種類別に設定された頻度により時系列に沿って生成し、
　前記制御部は、前記画像生成部が生成した超音波画像データを生成順に表示部に表示す
るように制御する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記画像生成部が生成した複数種類の超音波画像データを種類別に割り
振って、記憶部の複数の記憶領域それぞれに生成順で格納させるように制御する、請求項
１に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記画像生成部が生成した複数種類の超音波画像データを、記憶部の同
一の記憶領域に生成順で格納させるように制御する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記表示部で表示される超音波画像データの種類が切り替わる間の表示
用画像データとして、当該種類が切り替わる時刻の前後で表示される２つのフレームから
補間処理により生成される補間画像データを表示させるように制御する、請求項３に記載
の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記設定情報で表示用画像データとして設定される複数種類の超音波画像データは、反
射波信号に対して、信号振幅特徴抽出処理、強度特徴抽出処理、周波数特徴抽出処理、空
間相関特徴抽出処理及び時間相関特徴抽出処理の少なくとも１つを行なったデータから前
記画像生成部が生成可能な種類の超音波画像データであり、
　前記同一種類の信号処理は、前記強度特徴抽出処理を含む信号処理である、請求項２に
記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記設定情報が変更された場合、変更後の設定情報に基づく表示制御を
行なう、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　前記画像生成部は、前記設定情報に設定された割合で前記単位時間内に前記複数種類の
超音波画像データを順々に生成する処理を繰り返す、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　前記設定情報を操作者から受け付ける入力部を備える、請求項１に記載の超音波診断装
置。
【請求項１４】
　複数種類の医用画像データが表示用画像データとして設定され、前記医用画像データを
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表示する際の時間の割合が種類ごとに設定された設定情報を取得する取得部と、
　前記設定情報に設定された割合で単位時間内に前記複数種類の医用画像データを順々に
表示させる処理を繰り返す制御を行う制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、表示される同一種類の医用画像データにおいて、当該同一種類の医用画
像データとは異なる種類の医用画像データの表示頻度に応じた表示時刻に対応する生成時
刻の医用画像データが存在しない場合の表示用画像データとして、当該表示時刻の前後で
表示される２つのフレームから補間処理により生成される補間画像データを表示させるよ
うに制御する、画像処理装置。
【請求項１５】
　前記制御部は、種類別に予め設定された頻度で時系列に沿って生成された前記複数種類
の医用画像データから、前記設定情報で割合が設定された種類に該当する医用画像データ
であり、生成頻度に応じた表示時刻に該当する生成時刻の医用画像データを順次選択し、
選択した医用画像データを表示部に順次表示するように制御する、請求項１４に記載の画
像処理装置。
【請求項１６】
　前記制御部は、前記設定情報が変更された場合、変更後の設定情報に基づく表示制御を
行なう、請求項１４に記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置及び画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波の送受信を行なう超音波プローブを用いて、被検体に対して
超音波を送信し、当該被検体の内部組織で反射された超音波の反射波を受信する。そして
、超音波診断装置は、反射波信号（受信信号）に基づいて、超音波画像を生成する。超音
波診断装置は、超音波の送受信方式や受信信号の処理方式を様々な種類（モード）で行な
うことで、異なる性質の超音波画像を生成することができる。
【０００３】
　例えば、超音波診断装置は、Ｂモードでは、受信信号の強度が輝度の違いで表現される
Ｂモード画像を生成する。Ｂモード画像は、観察対象となる組織の構造の特徴を操作者が
把握するために用いられる。また、例えば、超音波診断装置は、ドプラモードでは、送信
信号と受信信号との周波数変化を利用して、カラードップラー画像やパワードップラー画
像等を生成する。カラードップラー画像やパワードップラー画像は、観察対象の移動体（
例えば、血流等）の速度情報の特徴を操作者が把握するために用いられる。
【０００４】
　また、例えば、超音波診断装置は、エラストモードでは、受信信号に対して、「自己相
関法」や「相互相関法」等を行なって観察対象の硬さ（弾性率）を計測し、計測結果を画
像化した画像（以下、弾性画像）を生成する。弾性画像は、観察対象となる腫瘤性病変部
位等の硬さを操作者が把握するために用いられる。
【０００５】
　また、上記のモード以外にも、超音波診断装置が実行可能なモードとしては、例えば、
Ｂモード画像から、観察対象となる組織内で生じた微細な石灰化を抽出し、抽出した微細
石灰化をＢモード画像に重畳した画像を生成するモードがある。かかる画像は、微細石灰
化が強調された画像（以下、石灰化強調画像）となる。また、超音波診断装置が実行可能
なモードとしては、例えば、受信信号の信号振幅分布のレイリー分布（Rayleigh　distri
bution）からの逸脱度（分散値）を統計フィルタ処理により求め、かかる分散値を画像化
するモードがある。かかるモードは、「ＡＳＱ（acoustic　structure　quantification
）モード」とも呼ばれ、ＡＳＱモードで生成される画像（以下、統計解析画像）は、例え
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ば組織の繊維化の程度等、観察対象となる組織性状を操作者が把握するために用いられる
。
【０００６】
　ここで、超音波検査では、一般的に、複数のモードの中で、最初に１つのモードの画像
が撮影される。或いは、超音波検査では、２つのモードの撮影を同時に行なって、２つの
モードの画像を並列表示したり、重畳表示したりする場合もある。そして、最初に撮影さ
れたモードの画像を用いた検査所見や、予め決められた検査ルーチンにより、操作者は、
別のモードの撮影を手動で切り替えて行なう。
【０００７】
　しかし、上述した従来の超音波検査では、複数モードの撮影の切り替えが手動で行なわ
れるため、操作者の負担が大きい。例えば、モードの切り替えが手動で行なわれるため、
ある疾患の画像診断を行なう上で最適なモードの画像の撮影が行なわれないといった場合
もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－２９６４９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、超音波検査で診断に必要となる情報を一括して簡易
に取得することができる超音波診断装置及び画像処理装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　実施形態の超音波診断装置は、取得部と、画像生成部と、制御部とを備える。取得部は
、複数種類の超音波画像データが表示用画像データとして設定され、前記表示用画像デー
タを表示する際の時間の割合が種類ごとに設定された設定情報を取得する。画像生成部は
、前記設定情報で設定された複数種類の超音波画像データそれぞれを時系列に沿って生成
する。前記制御部は、前記設定情報に設定された割合で単位時間内に前記複数種類の超音
波画像データを順々に表示させる処理を繰り返す制御を行なう。前記制御部は、表示され
る同一種類の超音波画像データにおいて、当該同一種類の超音波画像データとは異なる種
類の超音波画像データの表示頻度に応じた表示時刻に対応する生成時刻の超音波画像デー
タが存在しない場合の表示用画像データとして、当該表示時刻の前後で表示される２つの
フレームから補間処理により生成される補間画像データを表示させるように制御する。 
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本実施形態に係る超音波診断装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】図２は、本実施形態に係る超音波診断装置が生成する超音波画像データの種類の
一例を示す図である。
【図３】図３は、本実施形態に係る設定情報により実行される処理の概略図である。
【図４】図４は、設定情報の一例を示す図である。
【図５Ａ】図５Ａは、図４に例示する設定情報に基づく表示計画の一例を示す図（１）で
ある。
【図５Ｂ】図５Ｂは、図４に例示する設定情報に基づく表示計画の一例を示す図（２）で
ある。
【図５Ｃ】図５Ｃは、図４に例示する設定情報に基づく表示計画の一例を示す図（３）で
ある。
【図６Ａ】図６Ａは、本実施形態に係る画像生成制御の一例を示す図（１）である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、本実施形態に係る画像生成制御の一例を示す図（２）である。
【図７】図７は、本実施形態に係る格納制御の一例を示す図（１）である。
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【図８】図８は、本実施形態に係る格納制御の一例を示す図（２）である。
【図９】図９は、本実施形態に係る表示制御の一例を示す図（１）である。
【図１０】図１０は、本実施形態に係る表示制御の一例を示す図（２）である。
【図１１】図１１は、本実施形態に係る表示制御の一例を示す図（３）である。
【図１２】図１２は、本実施形態に係る超音波診断装置の処理の一例を示すフローチャー
トである。
【図１３Ａ】図１３Ａは、本実施形態の第１変形例を説明するための図である。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、本実施形態の第２変形例を説明するための図である。
【図１４Ａ】図１４Ａは、本実施形態の第２変形例を説明するための図（１）である。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、本実施形態の第２変形例を説明するための図（２）である。
【図１５】図１５は、本実施形態の第４変形例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して、超音波診断装置の実施形態を詳細に説明する。
【００１３】
（実施形態）
　まず、本実施形態に係る超音波診断装置の構成について説明する。図１は、本実施形態
に係る超音波診断装置の構成例を示すブロック図である。図１に例示するように、本実施
形態に係る超音波診断装置は、超音波プローブ１と、モニタ２と、入力装置３と、装置本
体１０とを有する。
【００１４】
　超音波プローブ１は、複数の圧電振動子を有し、これら複数の圧電振動子は、後述する
装置本体１０が有する送受信部１１から供給される駆動信号に基づき超音波を発生する。
また、超音波プローブ１は、被検体Ｐからの反射波を受信して電気信号に変換する。また
、超音波プローブ１は、圧電振動子に設けられる整合層と、圧電振動子から後方への超音
波の伝播を防止するバッキング材等を有する。なお、超音波プローブ１は、装置本体１０
と着脱自在に接続される。
【００１５】
　超音波プローブ１から被検体Ｐに超音波が送信されると、送信された超音波は、被検体
Ｐの体内組織における音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、反射波信号とし
て超音波プローブ１が有する複数の圧電振動子にて受信される。受信される反射波信号の
振幅は、超音波が反射される不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。なお
、送信された超音波パルスが、移動している血流や心臓壁等の表面で反射された場合の反
射波信号は、ドプラ効果により、移動体の超音波送信方向に対する速度成分に依存して、
周波数偏移を受ける。
【００１６】
　なお、本実施形態は、超音波プローブ１が、被検体Ｐを２次元で走査する１Ｄアレイプ
ローブであっても、被検体Ｐを３次元で走査するメカニカル４Ｄプローブや２Ｄアレイプ
ローブであっても適用可能である。メカニカル４Ｄプローブは、１Ｄアレイプローブのよ
うに一列で配列された複数の圧電振動子を用いて２次元走査が可能であるとともに、複数
の圧電振動子を所定の角度（揺動角度）で揺動させることで３次元走査が可能である。ま
た、２Ｄアレイプローブは、マトリックス状に配置された複数の圧電振動子により３次元
走査が可能であるとともに、超音波を集束して送信することで２次元走査が可能である。
【００１７】
　入力装置３は、マウス、キーボード、ボタン、パネルスイッチ、タッチコマンドスクリ
ーン、フットスイッチ、トラックボール、ジョイスティック等を有し、超音波診断装置の
操作者からの各種設定要求を受け付け、装置本体１０に対して受け付けた各種設定要求を
転送する。なお、本実施形態に係る入力装置３が操作者から受け付ける設定情報について
は、後に詳述する。
【００１８】
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　モニタ２は、超音波診断装置の操作者が入力装置３を用いて各種設定要求を入力するた
めのＧＵＩ（Graphical　User　Interface）を表示したり、装置本体１０において生成さ
れた超音波画像データ等を表示したりする。
【００１９】
　装置本体１０は、超音波プローブ１が受信した反射波信号に基づいて超音波画像データ
を生成する装置である。図１に示す装置本体１０は、２次元の反射波信号に基づいて２次
元の超音波画像データを生成可能であり、３次元の反射波信号に基づいて３次元の超音波
画像データを生成可能な装置である。ただし、本実施形態は、装置本体１０が、２次元デ
ータ専用の装置である場合であっても適用可能である。
【００２０】
　装置本体１０は、図１に示すように、送受信部１１と、Ｂモード処理部１２と、ドプラ
処理部１３と、画像生成部１４と、画像メモリ１５と、内部記憶部１６と、制御部１７と
、取得部１８とを有する。
【００２１】
　送受信部１１は、後述する制御部１７の指示に基づいて、超音波プローブ１が行なう超
音波送受信を制御する。送受信部１１は、パルス発生器、送信遅延部、パルサ等を有し、
超音波プローブ１に駆動信号を供給する。パルス発生器は、所定のレート周波数で、送信
超音波を形成するためのレートパルスを繰り返し発生する。また、送信遅延部は、超音波
プローブ１から発生される超音波をビーム状に集束し、かつ送信指向性を決定するために
必要な圧電振動子ごとの遅延時間を、パルス発生器が発生する各レートパルスに対し与え
る。また、パルサは、レートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ１に駆動信号
（駆動パルス）を印加する。すなわち、送信遅延部は、各レートパルスに対し与える遅延
時間を変化させることで、圧電振動子面から送信される超音波の送信方向を任意に調整す
る。
【００２２】
　なお、送受信部１１は、後述する制御部１７の指示に基づいて、所定のスキャンシーケ
ンスを実行するために、送信周波数、送信駆動電圧等を瞬時に変更可能な機能を有してい
る。特に、送信駆動電圧の変更は、瞬間にその値を切り替え可能なリニアアンプ型の発信
回路、又は、複数の電源ユニットを電気的に切り替える機構によって実現される。
【００２３】
　また、送受信部１１は、プリアンプ、Ａ／Ｄ（Analog／Digital）変換器、受信遅延部
、加算器等を有し、超音波プローブ１が受信した反射波信号に対して各種処理を行って反
射波データを生成する。プリアンプは、反射波信号をチャネル毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換
器は、増幅された反射波信号をＡ／Ｄ変換する。受信遅延部は、受信指向性を決定するた
めに必要な遅延時間を与える。加算器は、受信遅延部によって処理された反射波信号の加
算処理を行なって反射波データを生成する。加算器の加算処理により、反射波信号の受信
指向性に応じた方向からの反射成分が強調され、受信指向性と送信指向性とにより超音波
送受信の総合的なビームが形成される。
【００２４】
　送受信部１１は、被検体Ｐを２次元走査する場合、超音波プローブ１から２次元の超音
波ビームを送信させる。そして、送受信部１１は、超音波プローブ１が受信した２次元の
反射波信号から２次元の反射波データを生成する。また、送受信部１１は、被検体Ｐを３
次元走査する場合、超音波プローブ１から３次元の超音波ビームを送信させる。そして、
送受信部１１は、超音波プローブ１が受信した３次元の反射波信号から３次元の反射波デ
ータを生成する。
【００２５】
　なお、送受信部１１からの出力信号の形態は、ＲＦ（Radio　Frequency）信号と呼ばれ
る位相情報が含まれる信号である場合や、包絡線検波処理後の振幅情報である場合等、種
々の形態が選択可能である。
【００２６】
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　Ｂモード処理部１２及びドプラ処理部１３は、超音波プローブ１が受信した反射波信号
（すなわち、送受信部１１が反射波信号から生成した反射波データ）に対して、各種の信
号処理を行なう信号処理部である。Ｂモード処理部１２は、送受信部１１から反射波デー
タを受信し、対数増幅、包絡線検波処理等を行なって、信号強度が輝度の明るさで表現さ
れるデータ（Ｂモードデータ）を生成する。また、ドプラ処理部１３は、送受信部１１か
ら受信した反射波データから速度情報を周波数解析し、ドプラ効果による速度、分散、パ
ワー等の移動体情報を多点について抽出したデータ（ドプラデータ）を生成する。ここで
、移動体とは、例えば、血流や心壁等の組織、造影剤である。
【００２７】
　なお、図１に例示するＢモード処理部１２及びドプラ処理部１３は、２次元の反射波デ
ータ及び３次元の反射波データの両方について処理可能である。すなわち、Ｂモード処理
部１２は、２次元の反射波データから２次元のＢモードデータを生成し、３次元の反射波
データから３次元のＢモードデータを生成する。また、ドプラ処理部１３は、２次元の反
射波データから２次元のドプラデータを生成し、３次元の反射波データから３次元のドプ
ラデータを生成する。
【００２８】
　画像生成部１４は、Ｂモード処理部１２及びドプラ処理部１３が生成したデータから超
音波画像データを生成する。すなわち、画像生成部１４は、Ｂモード処理部１２が生成し
た２次元のＢモードデータから反射波の強度を輝度で表した２次元Ｂモード画像データを
生成する。また、画像生成部１４は、ドプラ処理部１３が生成した２次元のドプラデータ
から移動体情報を表す２次元ドプラ画像データを生成する。２次元ドプラ画像データは、
速度画像データ、分散画像データ、パワー画像データ、又は、これらを組み合わせた画像
データである。
【００２９】
　また、画像生成部１４は、Ｂモード処理部１２が生成した１走査線上のＢモードデータ
の時系列データから、Ｍモード画像データを生成することも可能である。また、画像生成
部１４は、ドプラ処理部１３が生成したドプラデータから、操作者が設定したサンプルボ
リュームにおける血流や組織の速度情報を時系列に沿ってプロットしたドプラ波形を生成
することも可能である。
【００３０】
　ここで、画像生成部１４は、一般的には、超音波走査の走査線信号列を、テレビ等に代
表されるビデオフォーマットの走査線信号列に変換（スキャンコンバート）し、表示用の
超音波画像データを生成する。具体的には、画像生成部１４は、超音波プローブ１による
超音波の走査形態に応じて座標変換を行なうことで、表示用の超音波画像データを生成す
る。また、画像生成部１４は、スキャンコンバート以外に種々の画像処理として、例えば
、スキャンコンバート後の複数の画像フレームを用いて、輝度の平均値画像を再生成する
画像処理（平滑化処理）や、画像内で微分フィルタを用いる画像処理（エッジ強調処理）
等を行なう。また、画像生成部１４は、超音波画像データに、種々のパラメータの文字情
報、目盛り、ボディーマーク等を合成する。
【００３１】
　すなわち、Ｂモードデータ及びドプラデータは、スキャンコンバート処理前の超音波画
像データであり、画像生成部１４が生成するデータは、スキャンコンバート処理後の表示
用の超音波画像データである。なお、Ｂモードデータ及びドプラデータは、生データ（Ra
w　Data）とも呼ばれる。画像生成部１４は、スキャンコンバート処理前の２次元超音波
画像データである「２次元Ｂモードデータや２次元ドプラデータ」から、表示用の２次元
超音波画像データである「２次元のＢモード画像データや２次元ドプラ画像データ」を生
成する。
【００３２】
　更に、画像生成部１４は、Ｂモード処理部１２が生成した３次元のＢモードデータに対
して座標変換を行なうことで、３次元Ｂモード画像データを生成する。また、画像生成部
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１４は、ドプラ処理部１３が生成した３次元のドプラデータに対して座標変換を行なうこ
とで、３次元ドプラ画像データを生成する。画像生成部１４は、「３次元のＢモード画像
データや３次元ドプラ画像データ」を「３次元超音波画像データ（ボリュームデータ）」
として生成する。
【００３３】
　更に、画像生成部１４は、ボリュームデータをモニタ２にて表示するための各種の２次
元画像データを生成するために、ボリュームデータに対してレンダリング処理を行なう。
画像生成部１４が行なうレンダリング処理としては、例えば、断面再構成法（ＭＰＲ：Mu
lti　Planer　Reconstruction）を行なってボリュームデータからＭＰＲ画像データを生
成する処理がある。また、画像生成部１４が行なうレンダリング処理としては、例えば、
３次元の情報を反映した２次元画像データを生成するボリュームレンダリング（ＶＲ：Vo
lume　Rendering）処理がある。
【００３４】
　ここで、血流の移動体情報が多点で抽出されたドプラデータ（血流ドプラデータ）から
生成されるドプラ画像データは、一般的には、カラードプラ法によるカラードプラ画像デ
ータと、パワードプラ法によるパワー画像データとに大別される。カラードプラ法では、
画像生成部１４は、血流の方向及び血流の速度の大きさに応じて色相を変化させたカラー
ドプラ画像データを生成する。なお、カラードプラ法では、画像生成部１４は、速度情報
に分散情報を組み合わせた速度―分散表示を行なうためのカラードプラ画像データを生成
する場合もある。また、パワードプラ法では、画像生成部１４は、ドプラ信号の強度であ
るパワーの値に応じて、例えば、赤色系の色相や明度、或いは、彩度を変化させたパワー
画像データを生成する。
【００３５】
　また、組織ドプラ法では、画像生成部１４は、組織の移動体情報が多点で抽出されたド
プラデータ（組織ドプラデータ）から、組織ドプラ画像データを生成する。
【００３６】
　このように、画像生成部１４は、Ｂモードでは、ＢモードデータからＢモード画像デー
タを生成する。また、画像生成部１４は、カラードプラモードでは、血流ドプラデータか
らカラードプラ画像データを生成し、パワードプラモードでは、血流ドプラデータからパ
ワードプラ画像データを生成する。また、画像生成部１４は、組織ドプラモードでは、組
織ドプラデータから組織ドプラ画像データを生成する。
【００３７】
　なお、ドプラ画像データは、通常、Ｂモード画像データに重畳される。送受信部１１は
、２次元走査や３次元走査において、１本の走査線で１回超音波ビームの送受信を行なう
Ｂモード用のスキャンと、１本の走査線で複数回超音波ビームの送受信を行なうドプラモ
ード用のスキャンとを並行して行なう。ドプラ処理部１３は、同一走査線の複数の反射波
データに対して、ＭＴＩフィルタ処理、自己相関演算処理、速度・分散・パワー推定処理
を行なうことで、ドプラデータを生成する。
【００３８】
　或いは、フレームレートやボリュームレートを向上させるために、Ｂモード用のスキャ
ンと同様に、１本の走査線で１回超音波ビームの送受信を行なうことで、ドプラモード用
のスキャンを行なう方法もある。かかる方法では、ドプラ処理部１３は、各フレーム、又
は、各ボリュームの同じ位置の複数の反射波データに対してフレーム方向、又は、ボリュ
ーム方向で、ＭＴＩフィルタ処理、自己相関演算処理、速度・分散・パワー推定処理を行
なうことで、ドプラデータを生成する。
【００３９】
　更に、画像生成部１４は、上記の超音波画像データの他に、様々な種類（モード）の超
音波画像データを生成することができる。例えば、エラストグラフィーイメージングを行
なうエラストモードでは、画像生成部１４は、ドプラ処理部１３が信号処理を行なった反
射波データ（反射波信号）から、組織の硬さ（弾性率）を画像化した画像データ（弾性画
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像データ）を生成する。例えば、エラストモードでは、操作者は、超音波送受信を行なっ
ている超音波プローブ１の振動子面で生体組織を圧迫して開放する。これにより、組織が
変形し、組織に動きが発生する。組織の動きに関する情報は、反射波信号（反射波データ
）の位相のずれとして現われる。
【００４０】
　エラストモードでは、例えば、ドプラ処理部１３は、反射波データの位相のずれから、
速度情報を算出し、速度情報の時間積分である変位を計測する。そして、ドプラ処理部１
３は、変位を空間的に微分することで、歪み（ストレイン）を算出する。なお、変位を計
測する方法としては、「自己相関法」や、「相互相関法」、「複合自己相関法」、「ゼロ
位相法」等がある。硬い生体組織ほど変形しにくいので、硬い生体組織のストレイン値は
小さくなり、軟らかい生体組織のストレイン値は大きくなる。すなわち、ストレインの値
は、組織の硬さ（弾性率）を示す値となる。画像生成部１４は、ドプラ処理部１３が算出
した多点のストレインの値の大きさに応じて、色調を変化させた弾性画像データを生成す
る。
【００４１】
　なお、エラストモードでは、超音波プローブ１による圧迫及び開放で組織を変形させる
方法の他に、超音波プローブ１から送信した高音圧の「Push　Pulse」により組織を変形
させ、組織を伝搬する横波であるせん断波（shear　wave）を形成し、更に、せん断波の
伝搬速度等に基づいて、組織弾性を評価する方法もある。また、エラストモードでは、せ
ん断波を形成する方法や、用手的に組織を圧迫解放する方法の他に、例えば、拍動や横隔
膜の移動によって引き起こされる組織変形を検出して弾性率を算出する方法もある。また
、弾性画像データは、Ｂモード処理部１２が信号処理を行なった反射波データ（反射波信
号）から生成される場合もある。例えば、弾性画像データは、時系列に沿って生成された
複数のＢモード画像データ（又は、Ｂモードデータ）を用いたスペックルトラッキング処
理により、複数の追跡点を追跡した結果から多点の変位及び歪みを算出することで、生成
することもできる。
【００４２】
　また、Ｂモード処理部１２が信号処理を行なった反射波データ（反射波信号）から生成
される超音波画像データとしては、Ｂモード画像データ（及び弾性画像データ）の他に、
石灰化強調画像データや、統計解析画像データ、高調波成分画像データ等がある。
【００４３】
　石灰化強調画像データは、石灰化強調モードで生成される超音波画像データである。以
下、石灰化強調モードを、省略して「強調モード」と記載する。強調モードでは、微細石
灰化の視認性を向上させるための画像処理が行なわれる。強調モードでは、Ｂモード画像
データから、信号振幅の統計的分析により、微細石灰化に類似する斑状偽像が除去される
。更に、強調モードでは、微細石灰化が高いエコー信号レベルで孤立しているという特徴
に基づいて、Ｂモード画像データから乳腺構造のような連続した構造物が除去され、最終
的に微細石灰化に該当する微小構造物が抽出される。
【００４４】
　そして、強調モードでは、抽出された微小構造物を白色とした画像データが生成される
。そして、強調モードでは、「微小構造物を白色で描出した画像データ」と、「微小構造
物を抽出したＢモード画像データを青色系で描出した画像データ」と重畳させた重畳画像
データが、石灰化強調画像データとして生成される。なお、微小構造物（微細石灰化）は
、例えば、Ｂモード処理部１２や画像生成部１４がＢモード画像データ（又は、Ｂモード
データ）に対してフィルタ処理を行なうことで抽出される。
【００４５】
　統計解析画像データは、「ＡＳＱ（acoustic　structure　quantification）モード」
で生成される超音波画像データである。ＡＳＱモードでは、組織の繊維化の程度といった
組織性状診断を行なうための画像処理が行なわれる。ＡＳＱモードでは、反射波データ（
反射波信号）の信号振幅分布のレイリー分布（Rayleigh　distribution）からの逸脱度（
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分散値）が求められ、求めた分散値を画像化したデータが、統計解析画像データとして生
成される。レイリー分布からの分散値は、例えば、Ｂモード処理部１２や画像生成部１４
がＢモード画像データ（又は、Ｂモードデータ）に対して統計的類似度フィルタ処理を行
なうことで抽出される。
【００４６】
　なお、石灰化強調画像データや、統計解析画像データは、例えば、複数フレーム分の反
射波データから生成される場合もある。
【００４７】
　高調波成分画像データは、コントラストハーモニックイメージング（contrast　harmon
ic　imaging：ＣＨＩ）や組織ハーモニックイメージング（tissue　harmonic　imaging：
ＴＨＩ）を行なうモードで生成される超音波画像データである。図１に示すＢモード処理
部１２は、検波周波数を変化させることで、映像化する周波数帯域を変えることができる
。具体的には、Ｂモード処理部１２は、Ｂモードデータから、非線形信号である高調波成
分のＢモードデータを分離することができる。
【００４８】
　例えば、ＣＨＩモードでは、Ｂモード処理部１２は、超音波造影剤が注入された被検体
Ｐを走査した１フレーム分のＢモードデータから、セカンドハーモニック（２次高調波）
成分のＢモードデータを分離する。そして、画像生成部１４は、セカンドハーモニック成
分のＢモードデータから、超音波造影剤を高感度に映像化した高調波成分画像データ（造
影画像データ）を生成する。
【００４９】
　また、例えば、ＴＨＩモードでは、Ｂモード処理部１２は、被検体Ｐを走査した１フレ
ーム分のＢモードデータから、セカンドハーモニック成分のＢモードデータを分離する。
そして、画像生成部１４は、セカンドハーモニック成分のＢモードデータから、サイドロ
ーブの影響が低減された高調波成分画像データを生成する。
【００５０】
　ここで、Ｂモード処理部１２は、１フレーム分のＢモードデータからフィルタ処理によ
り高調波成分を抽出する。或いは、高調波成分の抽出は、超音波プローブ１が複数回送信
した複数の超音波の反射波信号から生成された反射波データを用いたＢモード処理部１２
の処理により行なわれる場合もある。
【００５１】
　例えば、位相変調法の１種であるパルスインバージョン法では、超音波プローブ１は、
送受信部１１の制御により、振幅が同じであり、位相が異なる超音波を２回送信する。具
体的には、超音波プローブ１は、１回目の送信波形に対して位相が１８０度ずれた送信波
形の超音波を２回目に送信する。これにより、送受信部１１は、２つの反射波データを生
成する。Ｂモード処理部１２は、送受信部１１から受信した２つの反射波データを加算す
ることにより、「基本波成分が抑制され、セカンドハーモニック成分が２倍となったデー
タ」を取得することができる。
【００５２】
　或いは、位相変調法と振幅変調法とを組み合わせた方法では、送受信部１１の制御によ
り、超音波プローブ１は、振幅の比率が「１：２：１」となり、１回目と３回目との位相
が同じであり、１回目と２回目と位相が１８０度ずれた超音波を３回送信する。これによ
り、送受信部１１は、３つの反射波データを生成する。Ｂモード処理部１２は、送受信部
１１から受信した３つの反射波データを加算することにより、「基本波成分が抑制され、
セカンドハーモニック成分が２倍となったデータ」を取得することができる。
【００５３】
　このように、本実施形態に係る超音波診断装置は、超音波の送受信方式や受信信号の処
理方式を各モードに応じて変更することで、様々な性質の超音波画像データを生成するこ
とができる。上述した内容を、図２にまとめて示す。図２は、本実施形態に係る超音波診
断装置が生成する超音波画像データの種類の一例を示す図である。
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【００５４】
　図２に例示するように、カラードプラ画像データ、パワードプラ画像データ、組織ドプ
ラ画像データ及び弾性画像データ等は、送受信部１１が生成した反射波データに対してド
プラ処理部１３が信号処理を行なったデータに基づいて、画像生成部１４が生成する超音
波画像データである。なお、図２には図示していないが、送受信部１１が生成した反射波
データに対してドプラ処理部１３が信号処理を行なったデータに基づいて、画像生成部１
４が生成する超音波画像データとしては、Ｂモード画像データやカラードプラ画像データ
において操作者が設定した範囲の血流速度情報を時系列に沿ってプロットしたドプラ波形
データが含まれる。例えば、パルス波（ＰＷ：Pulsed　Wave）ドプラ法でドプラ波形を収
集するＰＷモードでは、画像生成部１４は、Ｂモード画像データに描出された血管血管内
の特定の部位に操作者が設定したサンプリングゲート内の血流速度情報を示すドプラ波形
データを生成する。また、例えば、連続波（ＣＷ：Continuous　Wave）ドプラ法でドプラ
波形を収集するＣＷモードでは、画像生成部１４は、Ｂモード画像データに描出された血
管を通る走査線に操作者が設定したサンプリングライン上の全ての血流速度情報を示すド
プラ波形データを生成する。また、図２に例示するように、Ｂモード画像データ、石灰化
強調画像データ、統計解析画像データ、高調波成分画像データ（及び弾性画像データ）等
は、送受信部１１が生成した反射波データに対してＢモード処理部１２が信号処理を行な
ったデータに基づいて、画像生成部１４が生成する超音波画像データである。
【００５５】
　このように、本実施形態に係る超音波診断装置において表示される複数種類の超音波画
像データは、反射波信号（反射波データ）に対して、複数の特徴抽出処理の中の１つの特
徴抽出処理、又は、複数の特徴抽出処理の中から選択された複数の特徴抽出処理を組み合
わせた処理を行なったデータから画像生成部１４が生成可能な種類の超音波画像データで
ある。複数の特徴抽出処理の一例としては、例えば、包絡線検波等の「信号振幅特徴抽出
処理」や、Ｂモードデータで輝度を割り当てるために行なわれる「強度特徴抽出処理」、
ドプラ効果による周波数変化を検出するために行なわれる「周波数特徴抽出処理」が挙げ
られる。また、複数の特徴抽出処理の一例としては、例えば、フレーム内で相互相関を行
なうための「空間相関特徴抽出処理」や、フレーム間で相互相関を行なうための「時間相
関特徴抽出処理」が挙げられる。
【００５６】
　ここで、Ｂモード処理部１２が信号処理を行なったデータから画像生成部１４が生成す
る超音波画像データ（Ｂモード画像データ、石灰化強調画像データ、統計解析画像データ
、高調波成分画像データ等）は、強度特徴抽出処理を含む信号処理を行なったデータから
画像生成部１４が生成する超音波画像データである。
【００５７】
　図１に戻って、画像メモリ１５は、画像生成部１４が生成した表示用の画像データを記
憶するメモリである。また、画像メモリ１５は、Ｂモード処理部１２やドプラ処理部１３
が生成したデータを記憶することも可能である。画像メモリ１５が記憶するＢモードデー
タやドプラデータは、例えば、診断の後に操作者が呼び出すことが可能となっており、画
像生成部１４を経由して表示用の超音波画像データとなる。
【００５８】
　内部記憶部１６は、超音波送受信、画像処理及び表示処理を行なうための制御プログラ
ムや、診断情報（例えば、患者ＩＤ、医師の所見等）や、診断プロトコルや各種ボディー
マーク等の各種データを記憶する。また、内部記憶部１６は、必要に応じて、画像メモリ
１５が記憶する画像データの保管等にも使用される。また、内部記憶部１６が記憶するデ
ータは、図示しないインターフェースを経由して、外部装置へ転送することができる。な
お、外部装置は、例えば、画像診断を行なう医師が使用するＰＣ（Personal　Computer）
や、ＣＤ（Compact　Disk）やＤＶＤ（Digital　Versatile　Disc）等の記憶媒体、プリ
ンター等である。
【００５９】
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　なお、送受信部１１が生成した反射波データは、図示しないフレームバッファに一時的
に保存される。また、本実施形態は、送受信部１１が生成した反射波データが、画像メモ
リ１５や内部記憶部１６等に非一時的に保存されても良い。
【００６０】
　制御部１７は、超音波診断装置の処理全体を制御する。具体的には、制御部１７は、入
力装置３を介して操作者から入力された各種設定要求や、内部記憶部１６から読込んだ各
種制御プログラム及び各種データに基づき、送受信部１１、Ｂモード処理部１２、ドプラ
処理部１３及び画像生成部１４の処理を制御する。また、制御部１７は、画像メモリ１５
や内部記憶部１６が記憶する表示用の超音波画像データをモニタ２にて表示するように制
御する。また、制御部１７は、画像生成部１４が生成した表示用の超音波画像データを内
部記憶部１６等に格納するように制御する。
【００６１】
　取得部１８は、後述する設定情報を、入力装置３や、図示しないインターフェースから
取得する。例えば、後述する設定情報は、超音波診断装置により超音波検査を行なう操作
者が入力装置３を用いて入力することで、取得部１８が取得する情報である。或いは、例
えば、以下で説明する設定情報は、超音波検査を依頼する医師が行なう検査オーダーに記
載された情報として外部装置からインターフェースを介して、取得部１８が取得する情報
である。
【００６２】
　以上、第１の実施形態に係る超音波診断装置の全体構成について説明した。かかる構成
のもと、第１の実施形態に係る超音波診断装置は、超音波検査において、上述した各種の
モードにより、複数種類の超音波画像データを収集する。
【００６３】
　従来、超音波検査では、一般的に、複数のモードの中で、最初に１つのモード（例えば
、Ｂモード）の画像データが撮影される。或いは、従来、超音波検査では、２つのモード
（例えば、Ｂモード及びドプラモード）の撮影を同時に行なって、２つのモードの画像デ
ータを並列表示したり、重畳表示したりする。そして、最初に撮影されたモードの画像を
用いた検査所見や、予め決められた検査ルーチンにより、操作者は、別のモードの撮影を
手動で切り替えて行なう。
【００６４】
　しかし、上述した従来の超音波検査では、複数モードの撮影の切り替えが手動で行なわ
れるため、操作者の負担が大きい。例えば、モードの切り替えが手動で行なわれるため、
ある疾患の画像診断を行なう上で最適なモードの画像の撮影が行なわれないといった場合
もある。
【００６５】
　そこで、本実施形態に係る超音波診断装置は、超音波検査で診断に必要となる情報を一
括して簡易に取得するために、取得部１８が、以下に説明する設定情報を取得して制御部
１７に通知し、制御部１７が通知された設定情報を用いて画像生成部１４等を制御する。
【００６６】
　具体的には、取得部１８が取得する設定情報は、複数の超音波画像データが表示用画像
データとして設定された情報である。より具体的には、取得部１８が取得する設定情報は
、複数種類の超音波画像データが表示用画像データとして設定された情報である。ここで
、表示用画像データとして設定される複数種類の超音波画像データには、同一種類の信号
処理が行なわれた反射波信号（反射波データ）から生成可能な複数種類の超音波画像デー
タが含まれる。同一種類の信号処理は、強度特徴抽出処理を含む信号処理である。
【００６７】
　換言すると、表示用画像データとして設定される複数種類の超音波画像データには、Ｂ
モード処理が行なわれた反射波信号（反射波データ）から生成可能な複数種類の超音波画
像データ（例えば、Ｂモード画像データ及び石灰化強調画像データ）が含まれる。なお、
表示用画像データとして設定される複数種類の超音波画像データは、Ｂモード処理が行な
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われたデータから生成可能な複数種類の超音波画像データのみであっても良い。表示用画
像データは、被検体Ｐの画像診断を行なううえで必須であると操作者や医師が判断した複
数種類の超音波画像データである。また、表示用画像データとして設定される複数種類の
超音波画像データは、２次元超音波画像データであっても、３次元超音波画像データに基
づく２次元画像データであっても、２次元超音波画像データ及び３次元超音波画像データ
に基づく２次元画像データが混在する場合であっても良い。
【００６８】
　更に、取得部１８が取得する設定情報は、表示用画像データを表示する際の時間の割合
が種類ごとに設定された情報である。設定情報は、表示用画像データとして設定された各
種類の超音波画像データを表示する時間の割合が設定された情報である。
【００６９】
　取得部１８が取得した設定情報は、制御部１７に通知される。そして、設定情報を受信
した制御部１７の制御により、画像生成部１４は、設定情報で設定された複数種類の超音
波画像データそれぞれを時系列に沿って生成する。そして、制御部１７は、画像生成部１
４が生成した複数種類の超音波画像データを内部記憶部１６に格納させる制御を行なう。
更に、制御部１７は、画像生成部１４が生成した複数種類の超音波画像データを設定情報
で設定された時間の割合によりモニタ２に表示させる制御を行なう。
【００７０】
　図３は、本実施形態に係る設定情報により実行される処理の概略図である。図３に例示
する概略図では、操作者は、Ｂモード、カラードプラモード、エラストモード及び強調モ
ードそれぞれの超音波画像データを表示用画像データとして収集すると設定している。な
お、Ｂモードの画像データ及び強調モードの画像データは、Ｂモードデータを用いた画像
データであり、カラードプラモードの画像データ及びエラストモードの画像データは、ド
プラデータを用いた画像データである。
【００７１】
　そして、操作者は、図３に示すように、各モードをサンプリングする割合を調整するた
めに、上述した表示時間の割合を設定する。設定情報を取得部１８から受信した制御部１
７は、超音波送受信方式及び信号処理方式が設定されたモードに応じて変更するように、
送受信部１１、Ｂモード処理部１２、ドプラ処理部１３及び画像生成部１４を制御する。
これにより、制御部１７は、図３に示すように、各モードの画像データを収集させ、収集
した各モードの画像データの格納制御及び表示制御を行なう。
【００７２】
　以下、図４に示す設定情報の一例を用いて、上述した処理を詳細に説明する。図４は、
設定情報の一例を示す図である。例えば、操作者は、図４に示すように、Ｂモード、カラ
ードプラモード及び強調モードの３種類の超音波画像データを表示用画像データとして設
定する。そして、例えば、操作者は、図４に示すように、Ｂモード画像データを表示する
割合が「５０％」であり、カラードプラモード画像データを表示する割合が「３０％」で
あり、強調モードの石灰化強調画像データを表示する割合が「２０％」であると設定する
。取得部１８は、図４に例示する設定情報を取得し、制御部１７に送信する。制御部１７
は、受信した設定情報を参照して、図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃに例示するように、表示計
画を設定する。図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃは、図４に例示する設定情報に基づく表示計画
の一例を示す図である。
【００７３】
　まず、制御部１７は、設定情報で設定された各モードを収集可能な頻度、すなわち、フ
レームレート（frame　rate：ｆｒ）を各モードで設定する。例えば、制御部１７は、Ｂ
モードのフレームレートを「ｆｒ：Ａ」として設定し、カラードプラモードのフレームレ
ートを「ｆｒ：Ｂ」として設定し、強調モードのフレームレートを「ｆｒ：Ｃ」として設
定する。また、制御部１７は、設定情報で設定された各モードを表示するための単位時間
を設定する。以下では、仮に、単位時間が１０秒として設定された場合について説明する
。
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【００７４】
　制御部１７は、例えば、図５Ａに示すように、最初に、「ｆｒ：Ａ」で収集したＢモー
ドの画像データを「５秒間」表示し、次に、「ｆｒ：Ｂ」で収集したカラードプラモード
の画像データを「３秒間」表示し、次に、「ｆｒ：Ｃ」で収集した強調モードの画像デー
タを「２秒間」表示する表示計画を設定する。なお、制御部１７が設定する表示計画では
、表示開始から１０秒間が経過した後は、再度、新たに「ｆｒ：Ａ」で収集したＢモード
の画像データの表示を行なうと設定される（図５Ａの点線の矢印を参照）。
【００７５】
　或いは、制御部１７は、例えば、図５Ｂに示すように、最初に、「ｆｒ：Ａ」で収集し
たＢモードの画像データを「２．５秒間」表示し、次に、「ｆｒ：Ｂ」で収集したカラー
ドプラモードの画像データを「１．５秒間」表示する処理を２回繰り返した後に、「ｆｒ
：Ｃ」で収集した強調モードの画像データを「２秒間」表示する表示計画を設定する。な
お、制御部１７が設定する表示計画では、上記と同様に、表示開始から１０秒間が経過し
た後は、再度、新たに「ｆｒ：Ａ」で収集したＢモードの画像データの表示を行なうと設
定される（図５Ｂの点線の矢印を参照）。
【００７６】
　制御部１７は、例えば、図５Ｃに示すように、最初に、「ｆｒ：Ａ」で収集したＢモー
ドの画像データを「２．５秒間」表示し、次に、「ｆｒ：Ｂ」で収集したカラードプラモ
ードの画像データを「１．５秒間」表示し、次に、「ｆｒ：Ｃ」で収集した強調モードの
画像データを「１秒間」表示する処理を２回繰り返す表示計画を設定する。なお、制御部
１７が設定する表示計画では、上記と同様に、表示開始から１０秒間が経過した後は、再
度、新たに「ｆｒ：Ａ」で収集したＢモードの画像データの表示を行なうと設定される（
図５Ｃの点線の矢印を参照）。
【００７７】
　なお、フレームレート、単位時間及び表示順は、図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃに例示した
ように、制御部１７が自動設定する場合に限定されるものではない。フレームレート、単
位時間及び表示順は、設定情報とともに操作者が設定する場合であっても良い。また、設
定情報、フレームレート、単位時間及び表示順は、データ収集過程で、操作者が変更する
ことも可能である。
【００７８】
　ここで、制御部１７の制御により、画像生成部１４は、設定情報で設定された複数種類
の超音波画像データそれぞれを時系列に沿って生成する。具体的には、制御部１７は、画
像生成部１４に対して、以下の画像生成制御を行なう。図６Ａ及び図６Ｂは、本実施形態
に係る画像生成制御の一例を示す図である。
【００７９】
　第１画像生成制御方式では、画像生成部１４は、設定情報で設定された割合に応じて生
成処理を行なう超音波画像データの種類を順次切り替えながら、設定情報で設定された複
数種類の超音波画像データそれぞれを、種類別に設定された頻度により時系列に沿って生
成する。例えば、図５Ａに示す表示計画を設定した制御部１７の制御により、画像生成部
１４は、図６Ａに示すように、最初に、Ｂモードの画像データを「ｆｒ：Ａ」で生成し、
次に、カラードプラモードの画像データを「ｆｒ：Ｂ」で生成し、次に、強調モードの画
像データを「ｆｒ：Ｃ」で生成する。なお、画像生成部１４は、単位時間内で生成モード
切り替えを行なう処理を、収集終了要求を操作者から受け付けるまで繰り返す。また、制
御部１７の制御により、送受信部１１は、各モードに応じた超音波送受信制御を超音波プ
ローブ１に対して行なう。
【００８０】
　或いは、第２画像生成制御方式では、画像生成部１４は、設定情報で設定された複数種
類の超音波画像データそれぞれを、種類別に設定された頻度により、時系列に沿って並行
して生成する。例えば、図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃに示す表示計画を設定した制御部１７
の制御により、画像生成部１４は、図６Ｂに示すように、Ｂモードの画像データを「ｆｒ
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：Ａ」で生成し、カラードプラモードの画像データを「ｆｒ：Ｂ」で生成し、強調モード
の画像データを「ｆｒ：Ｃ」で生成する処理を並列して行なう。なお、画像生成部１４は
、各モードの画像データ生成を並列して行なう処理を、収集終了要求を操作者から受け付
けるまで継続する。また、第２画像生成制御方式は、同じ超音波送受信により、設定情報
で設定された複数種類の超音波画像データそれぞれを生成できる場合に適している。例え
ば、カラードプラモードは、上述したように、Ｂモード用のスキャン方式により、実行可
能である。従って、画像生成部１４は、図６Ｂに例示する並列処理を行なうことが可能で
ある。
【００８１】
　換言すると、第１画像生成制御方式は、操作者が表示を要求したフレームのみをリアル
タイムで生成する方式であり、第２画像生成制御方式は、操作者が表示を要求したフレー
ム以外のフレームもリアルタイムで生成する方式である。第１画像生成制御方式を選択す
るか、第２画像生成制御方式を選択するかは、装置本体１０の処理能力に応じて、操作者
又は制御部１７により設定される。ここで、反射波データが非一時的な記憶媒体に格納さ
れている場合、制御部１７は、以下の第３画像生成制御方式を行なっても良い。
【００８２】
　第３画像生成制御方式では、画像生成部１４は、リアルタイムで、第１画像生成制御方
式による画像生成を行なう。そして、第３画像生成制御方式では、結果的に生成するフレ
ーム数が第２画像生成制御方式により生成されるフレーム数と同じとなるように、画像生
成部１４は、リアルタイムで生成したフレーム以外のフレームの各種超音波画像データを
、格納された反射波データを用いて、後処理により生成する。第３画像生成制御方式では
、処理能力が低い装置本体１０であっても、結果的に、第２画像生成制御方式と同様の診
断用の超音波画像データ群を生成させることができる。
【００８３】
　そして、上述したように、制御部１７は、画像生成部１４が生成した複数種類の超音波
画像データを内部記憶部１６に格納させる制御を行なう。具体的には、制御部１７は、以
下の格納制御を行なう。図７及び図８は、本実施形態に係る格納制御の一例を示す図であ
る。
【００８４】
　第１格納制御方式では、制御部１７は、画像生成部１４が生成した複数種類の超音波画
像データを、例えば、内部記憶部１６の同一の記憶領域に生成順で格納させるように制御
する。例えば、図６Ａに示す第１画像生成制御方式により画像生成が行なわれた場合、制
御部１７の制御により、画像生成部１４は、生成した超音波画像データを生成順に、内部
記憶部１６の同一の記憶領域にまとめて格納する。なお、制御部１７の制御により、画像
生成部１４は、生成した超音波画像データに生成時刻を対応付けた上で、内部記憶部１６
の同一の記憶領域にまとめて格納する。
【００８５】
　その結果、内部記憶部１６は、図７に示すように、生成時刻「ｔ１、ｔ２、ｔ３、・・
・・、ｔ９９、ｔ１００」が対応付けられたＢモードの画像データ、生成時刻「ｔ１０１
、ｔ１０２、ｔ１０３、・・・・、ｔ１６０」が対応付けられたカラードプラモードの画
像データ、生成時刻「ｔ１６１、ｔ１６２、・・・・、ｔ２００」が対応付けられたＭＰ
の画像データを記憶する。なお、「ｔ２００－ｔ１」は、上述した単位時間となる。また
、例えば、「ｔ２－ｔ１」や「ｔ３－ｔ２」等は、「ｆｒ:Ａ」から「ａ＝１／Ａ」とな
り、「ｔ１０２－ｔ１０１」や「ｔ１０３－ｔ１０２」等は、「ｆｒ:Ｂ」から「ｂ＝１
／Ｂ」となり、「ｔ１６２－ｔ１６１」や「ｔ１６３－ｔ１６２」等は、「ｆｒ:Ｃ」か
ら「ｃ＝１／Ｃ」となる。
【００８６】
　ここで、第１格納制御方式は、第２画像生成制御方式により複数種類の超音波画像デー
タが生成された場合にも適用可能である。第１格納制御方式では、超音波診断装置は、現
行のシステム構成を変更することなく、設定情報に基づいて収集された画像データ群を保
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存することができる。
【００８７】
　或いは、第２格納制御方式では、制御部１７は、画像生成部１４が生成した複数種類の
超音波画像データを種類別に割り振って、例えば、内部記憶部１６の複数の記憶領域それ
ぞれに生成順で格納させるように制御する。なお、制御部１７の制御により、画像生成部
１４は、生成した超音波画像データに生成時刻を対応付けた上で、内部記憶部１６の複数
の記憶領域それぞれに、種類別に格納する。
【００８８】
　例えば、図６Ｂに示す第２画像生成制御方式により画像生成が行なわれた場合、制御部
１７の制御により、画像生成部１４は、図８に示すように、Ｂモード用の記憶領域に、生
成時刻として収集開始時刻からの経過時間「ａ、２ａ、３ａ」を対応付けたＢモード画像
データを生成順に格納する。また、制御部１７の制御により、画像生成部１４は、図８に
示すように、カラードプラモード用の記憶領域に、経過時間「ｂ、２ｂ、３ｂ」を対応付
けたカラードプラ画像データを生成順に格納する。また、制御部１７の制御により、画像
生成部１４は、図８に示すように、強調モード用の記憶領域に、経過時間「ｃ、２ｃ、３
ｃ」を対応付けた石灰化強調画像データを生成順に格納する。
【００８９】
　ここで、第２格納制御方式は、第１画像生成制御方式により複数種類の超音波画像デー
タが生成された場合にも適用可能である。また、第３画像生成制御方式が行なわれる場合
、制御部１７は、例えば、第１画像生成制御方式で生成された画像データ群を、一旦、画
像メモリ１５に生成順で格納させる。そして、制御部１７は、画像メモリ１５に格納され
た画像データ群と後処理で生成された画像データ群とを、第１格納制御方式や第２格納制
御方式により、内部記憶部１６に格納させる。第２格納制御方式では、種類ごとに画像デ
ータが保存されるように、超音波診断装置のシステム構成を変更する必要がある。しかし
、設定情報に基づいて収集された画像データ群を種類ごとに保存することで、収集後の画
像データの種類ごとの読み出しを容易に行なうことができる。
【００９０】
　なお、本実施形態は、設定情報により収集される超音波画像データの格納対象が、内部
記憶部１６以外の記憶部である場合であっても良い。例えば、本実施形態は、超音波診断
装置に設定情報により収集される超音波画像データを格納するための記憶部が設置される
場合であっても良い。或いは、例えば、本実施形態は、設定情報により収集される超音波
画像データを格納するための記憶部が、超音波診断装置以外の外部装置に設置される場合
であっても良い。
【００９１】
　そして、格納制御とともに、制御部１７は、上述したように、画像生成部１４が生成し
た複数種類の超音波画像データを設定情報で設定された割合によりモニタ２に表示させる
制御を行なう。具体的には、制御部１７は、以下の表示制御を行なう。図９～図１１は、
本実施形態に係る表示制御の一例を示す図である。
【００９２】
　第１表示制御方式では、制御部１７は、設定情報で設定された割合（時間の割合）によ
り表示させる超音波画像データの種類を切り替えることで、モニタ２の同一表示領域にお
いて、画像生成部１４が生成した複数種類の超音波画像データを動画表示させる。具体的
には、制御部１７は、設定情報で設定された割合に基づいて、同一表示領域で表示される
超音波画像データの種類を切り替え、生成頻度に応じた表示時刻に基づいて、同一表示領
域で表示される超音波画像データの生成時刻を切り替える。
【００９３】
　例えば、図５Ａに示す表示計画（単位時間：１０秒）が設定されている場合、制御部１
７の制御により、モニタ２は、図９に示すように、Ｂモードの画像データをフレームレー
ト「Ａ」で５秒間にわたって動画表示し、続いて、カラードプラモードの画像データをフ
レームレート「Ｂ」で３秒間にわたって動画表示し、続いて、強調モードの画像データを
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フレームレート「Ｃ」で２秒間にわたって動画表示する。
【００９４】
　そして、制御部１７の制御により、モニタ２は、図９に示すように、強調モードの動画
表示が終わると、強調モードからＢモードに再度切り替えて、「Ｂモード、カラードプラ
モード、強調モード」の順に、モードを切り替えて、動画表示を行なう。
【００９５】
　ここで、第１表示制御方式は、第１画像生成制御方式が行なわれる場合でも、第２画像
生成制御方式が行なわれる場合でも適用可能である。第１画像生成制御方式にて第１表示
制御方式を行なう場合、制御部１７は、画像生成部１４が生成した超音波画像データを生
成順にモニタ２に表示するように制御する。例えば、図５Ａに示す表示計画に従って図６
Ａに示す第１画像生成制御方式を行なった場合、制御部１７は、画像生成部１４が時系列
に沿ってモードを切り替えながら生成した超音波画像データ群を、生成順にモニタ２に表
示させる。
【００９６】
　或いは、第２画像生成制御方式にて第１表示制御方式を行なう場合、制御部１７は、画
像生成部１４が並列して生成した複数種類の超音波画像データから、設定情報で設定され
た割合に該当する種類の超音波画像データであり、生成頻度に応じた表示時刻に該当する
生成時刻の超音波画像データを順次選択する。そして、制御部１７は、選択した超音波画
像データをモニタ２に順次表示するように制御する。例えば、図５Ｃに示す表示計画に従
って図６Ｂに示す第２画像生成制御方式により、画像生成部１４が時系列に沿って各モー
ドの超音波画像データ群を並列して時系列に沿って生成したとする。
【００９７】
　かかる場合、制御部１７は、図１０に例示するように、「生成開始から２．５秒までの
２．５秒間」は、フレームレート「Ａ」で時系列に沿って生成されるＢモードの画像デー
タを選択してモニタ２に表示させる。そして、制御部１７は、図１０に例示するように、
「２．５秒から４秒までの１．５秒間」は、フレームレート「Ｂ」で時系列に沿って生成
されたカラードプラモードの画像データを選択してモニタ２に表示させる。そして、制御
部１７は、図１０に例示するように、「４秒から５秒までの１秒間」は、フレームレート
「Ｃ」で時系列に沿って生成された強調モードの画像データを選択してモニタ２に表示さ
せる。
【００９８】
　そして、制御部１７は、図１０に例示するように、「５秒から７．５秒までの２．５秒
間」は、フレームレート「Ａ」で時系列に沿って生成されるＢモードの画像データを選択
してモニタ２に表示させる。そして、制御部１７は、図１０に例示するように、「７．５
秒から９秒までの１．５秒間」は、フレームレート「Ｂ」で時系列に沿って生成されたカ
ラードプラモードの画像データを選択してモニタ２に表示させる。そして、制御部１７は
、図１０に例示するように、「９秒から１０秒までの１秒間」は、フレームレート「Ｃ」
で時系列に沿って生成された強調モードの画像データを選択してモニタ２に表示させる。
制御部１７は、図１０に例示した表示制御を、収集終了要求を受け付けるまで繰り返す。
【００９９】
　なお、制御部１７は、第１表示制御方式による表示制御を、第１格納制御方式や第２格
納制御方式による格納制御と並行して行なう。ただし、制御部１７は、第１表示制御方式
を、第１格納制御方式や第２格納制御方式による格納制御を行なった後に行なってもよい
。かかる場合、制御部１７は、画像データの収集後に行なわれる操作者の表示要求により
、内部記憶部１６から画像データを読み出して、第１表示制御方式を行なう。
【０１００】
　或いは、第２表示制御方式では、制御部１７は、モニタ２の複数の表示領域それぞれに
表示させる超音波画像データの種類を割り振る。そして、制御部１７は、画像生成部１４
が生成した複数種類の超音波画像データそれぞれを、複数の表示領域それぞれにおいて種
類別に並列して動画表示させる。具体的には、制御部１７は、生成頻度に応じた表示時刻
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に基づいて、複数の表示領域それぞれにおいて表示させる超音波画像データの生成時刻を
切り替える。
【０１０１】
　例えば、制御部１７は、図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃのいずれかに示す表示計画を設定し
た場合、図１１に示すように、モニタ２の表示領域を、Ｂモード用の表示領域、カラード
プラモード用の表示領域及び強調モード用の表示領域の３つに分ける。そして、モニタ２
は、図１１に示すように、Ｂモード用の表示領域において、Ｂモード画像データをフレー
ムレート「Ａ」で表示し、カラードプラモード用の表示領域において、カラードプラ画像
データをフレームレート「Ｂ」で表示し、強調モード用の表示領域において、石灰化強調
画像データをフレームレート「Ｃ」で表示する。
【０１０２】
　ここで、第２表示制御方式は、第１画像生成制御方式が行なわれる場合でも、第２画像
生成制御方式が行なわれる場合でも適用可能である。第１画像生成制御方式にて第２表示
制御方式を行なう場合、制御部１７は、画像生成部１４が表示計画に沿ってモードを切り
替えながら生成した超音波画像データを、種類ごとに該当する表示領域に割り振って、生
成順に表示させる。なお、第１画像生成制御方式では、各モードで表示用のフレームが存
在しない期間、すなわち、画像データを表示不可の期間（以下、表示不可期間）が生じる
。表示不可期間においては、制御部１７は、当該期間の直前で表示していたフレームを静
止画表示したり、黒一色のフレームを表示したりする。
【０１０３】
　或いは、第２画像生成制御方式にて第２表示制御方式を行なう場合、制御部１７は、画
像生成部１４が並列して生成した複数種類の超音波画像データから、設定情報で設定され
た割合に該当する種類の超音波画像データであり、生成頻度に応じた表示時刻に該当する
生成時刻の超音波画像データを順次選択する。そして、制御部１７は、選択した超音波画
像データを、選択した超音波画像データの種類に該当するモニタ２の表示領域に、表示さ
せる。
【０１０４】
　なお、第２画像生成制御方式で画像データを生成した場合、上述した表示不可期間でも
表示用のフレームは存在するが、制御部１７は、表示計画から表示不可期間に該当する期
間は、直前で表示していたフレームを静止画表示したり、黒一色のフレームを表示したり
する。或いは、制御部１７は、第２画像生成制御方式にて第２表示制御方式を行なう場合
、設定情報で設定された種類の超音波画像データを全て表示させることを優先して、画像
生成部１４が並列して生成した複数種類の超音波画像データを全て並列して動画表示させ
ても良い。
【０１０５】
　ここで、制御部１７は、第２表示制御方式を、第１格納制御方式や第２格納制御方式に
よる格納制御と並行して行なう。ただし、制御部１７は、第２表示制御方式を、第１格納
制御方式や第２格納制御方式による格納制御を行なった後に行なってもよい。かかる場合
、制御部１７は、画像データの収集後に行なわれる操作者の表示要求により、内部記憶部
１６から画像データを読み出して、第２表示制御方式を行なう。
【０１０６】
　なお、データ格納後に、第２表示制御方式を行なう場合、制御部１７は、上述した表示
不可期間をスキップして、各種類の超音波画像データを並列して動画表示させても良い。
【０１０７】
　また、第３画像生成制御方式が行なわれた場合、制御部１７は、画像データの収集後に
行なわれる操作者の表示要求により、内部記憶部１６から画像データを読み出して、第１
表示制御方式や第２表示制御方式を行なう。或いは、第３画像生成制御方式が行なわれた
場合、制御部１７は、リアルタイムでは、第１画像生成制御方式で生成された超音波画像
データ群を第１表示制御方式や第２表示制御方式を行なっても良い。
【０１０８】
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　上述した画像生成制御方式、格納制御方式及び表示制御方式は、操作者により指定され
る場合であっても良く、予め初期設定により指定されている場合であっても良い。
【０１０９】
　次に、図１２を用いて、本実施形態に係る超音波診断装置の処理の一例について説明す
る。図１２は本実施形態に係る超音波診断装置の処理の一例を示すフローチャートである
。なお、図１２に例示するフローチャートでは、格納制御と表示制御とがリアルタイムで
行なわれる場合を示している。
【０１１０】
　図１２に例示するように、本実施形態に係る超音波診断装置の取得部１８は、設定情報
が設定されたか否かを判定する（ステップＳ１０１）。ここで、設定情報が設定されない
場合（ステップＳ１０１否定）、取得部１８は、設定情報が設定されるまで待機する。
【０１１１】
　一方、設定情報が設定された場合（ステップＳ１０１肯定）、取得部１８は、設定情報
を取得して、制御部１７に通知する。そして、制御部１７は、送受信部１１を介して超音
波プローブ１を制御することで、設定情報に基づく超音波送受信を開始させる（ステップ
Ｓ１０２）。例えば、制御部１７は、設定情報から表示計画を設定し、表示計画に基づく
超音波送受信を開始させる。
【０１１２】
　そして、画像生成部１４は、制御部１７の指示により、指定された画像生成制御方式で
、設定情報で指定された各モードの超音波画像データを生成する（ステップＳ１０３）。
【０１１３】
　そして、画像生成部１４は、制御部１７の指示により、指定された格納制御方式で、超
音波画像データを内部記憶部１６に格納する（ステップＳ１０４）。
【０１１４】
　そして、モニタ２は、制御部１７の指示により、指定された表示制御方式で、設定情報
で設定された複数モードの超音波画像データを動画表示し（ステップＳ１０５）、処理を
終了する。なお、図１２に例示するフローチャートは、データ収集が１単位時間の期間で
終了する場合について説明したものであり、データ収集が１単位時間以上の期間で行なわ
れる場合、超音波診断装置は、収集終了要求を受け付けるまで、ステップＳ１０３～ステ
ップＳ１０５の処理を繰り返す。なお、図１２に例示するフローチャートでは、複数単位
時間のデータ収集期間において、画像生成制御方式、格納制御方式及び表示制御方式の少
なくとも１つが、操作者により変更される場合であっても良い。
【０１１５】
　上述したように、本実施形態では、超音波診断装置は、設定情報に基づく各モードの超
音波画像データを自動的に収集し、収集した各モードの超音波画像データを自動的に並列
表示したり、自動的に切り替え表示したりする。また、本実施形態では、超音波診断装置
は、設定情報に基づいて収集された各モードの超音波画像データを、データ収集後であっ
ても読み出し可能なように、自動的に保存する。すなわち、本実施形態では、操作者や医
師は、被検体Ｐの超音波検査において必要とされる複数のモードと、各モードの表示用の
割合とを設定した設定情報を超音波診断装置に入力するだけで、超音波検査で診断に必要
となる情報を一括して簡易に取得することができる。また、本実施形態では、必要となる
モードの超音波画像データの撮り忘れを防止することができる。
【０１１６】
　なお、本実施形態に係る超音波診断装置は、以下に説明する変形例を行なっても良い。
以下、本実施形態の変形例について、図１３Ａ、図１３Ｂ、図１４Ａ、図１４Ｂ及び図１
５を用いて説明する。図１３Ａは、本実施形態の第１変形例を説明するための図であり、
図１３Ｂは、第２変形例を説明するための図である。また、図１４Ａ及び図１４Ｂは、本
実施形態の第３変形例を説明するための図である。また、図１５は、本実施形態の第４変
形例を説明するための図である。
【０１１７】
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　例えば、石灰化強調画像データのフレームレートは、処理数の多さから、Ｂモード画像
データのフレームレートより低い。このため、例えば、第１表示制御方式では、Ｂモード
から強調モードに切り替わると、フレームレートが突然低下するため、画像データを参照
する観察者に違和感を与えてしまう。また、例えば、第２表示制御方式では、Ｂモード用
の表示領域と強調モード用の表示領域とで、フレームレートが異なるため、画像データを
参照する観察者に違和感を与えてしまう。
【０１１８】
　そこで、第１変形例では、制御部１７は、モニタ２で表示される同一種類の超音波画像
データにおいて、所定の表示頻度に応じた表示時刻に対応する生成時刻の超音波画像デー
タが存在しない場合の表示用画像データとして、当該表示時刻の前後で表示される２つの
フレームから補間処理により生成される補間画像データを表示させるように制御する。
【０１１９】
　例えば、制御部１７は、Ｂモード画像データのフレームレートに応じた表示時刻の前後
で表示される２つの石灰化強調画像データを選択する。そして、例えば、制御部１７の制
御により、画像生成部１４は、図１３Ａに示すように、制御部１７が選択した２つの石灰
化強調画像データを加算平均することで、補間画像データを生成する。そして、制御部１
７は、画像生成部１４が生成した補間画像データを、２つの石灰化強調画像データが表示
される時刻の間で表示させる。なお、同一モード同士の補間は、加算平均の他に、動き補
正により行なわれても良い。
【０１２０】
　或いは、第１表示制御方式では、例えば、Ｂモードから強調モードに切り替わると、白
黒のＢモード画像データから、青色系の背景に白い斑点が描出された石灰化強調画像デー
タに切り替わるので、画像データを参照する観察者に違和感を与えてしまう。
【０１２１】
　そこで、第２変形例では、制御部１７は、モニタ２で表示される超音波画像データの種
類が切り替わる間の表示用画像データとして、当該種類が切り替わる時刻の前後で表示さ
れる２つのフレームから補間処理により生成される補間画像データを表示させるように制
御する。
【０１２２】
　例えば、制御部１７の制御により、画像生成部１４は、図１３Ｂに示すように、Ｂモー
ド画像データの最後のフレームと、石灰化強調画像データの最初のフレームとを加算平均
することで、補間画像データを生成する。そして、制御部１７は、画像生成部１４が生成
した補間画像データを、Ｂモードから強調モードに切り替わる時刻の間で表示させる。
【０１２３】
　第１変形例及び第２変形例を行なうことで、設定情報に基づいて動画表示される超音波
画像データ群を参照する観察者に対して、違和感を与えることを軽減することができる。
【０１２４】
　また、上記の実施形態は、操作者が設定した設定情報が変更される場合であっても良い
。かかる場合、第３変形例として、制御部１７は、設定情報が変更された場合、変更後の
設定情報に基づく表示制御を行なう。第３変形例は、設定情報の変更が、データ収集中に
行なわれる場合であっても、データ収集後に行なわれる場合であっても適用可能である。
【０１２５】
　以下、図１４Ａに示す設定情報の一例を用いて、第３変形例を説明する。例えば、操作
者は、図１４Ａに示すように、Ｂモード、カラードプラモード、エラストモード及び強調
モードの４種類の超音波画像データを表示用画像データとして設定する。そして、例えば
、操作者は、図１４Ａに示すように、Ｂモード画像データを表示する割合が「４０％」で
あり、カラードプラモード画像データを表示する割合が「２０％」であり、エラストモー
ドの弾性画像データを表示する割合が「２０％」であり、強調モードの石灰化強調画像デ
ータを表示する割合が「２０％」であると設定する。
【０１２６】
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　仮に、データ収集中に、操作者が強調モードを行なわないと設定情報の変更を行なった
場合、制御部１７は、図１４Ａに示す設定情報を、図１４Ｂに示すように、Ｂモード、カ
ラードプラモード及びエラストモードの３種類の超音波画像データを表示用画像データと
する設定情報に変更する。そして、制御部１７は、図１４Ａに示す設定情報を、図１４Ｂ
に示すように、Ｂモード画像データを表示する割合が「５０％」であり、カラードプラモ
ード画像データを表示する割合が「２５％」であり、エラストモードの弾性画像データを
表示する割合が「２５％」であるとする設定情報に変更する。図１４Ｂに示す一例では、
制御部１７は、初期の設定情報におけるＢモード、カラードプラモード及びエラストモー
ドそれぞれの表示時間の割合の比率（４０％：２０％：２０％＝２：１：１）が維持され
るように、変更後の設定情報におけるＢモード、カラードプラモード及びエラストモード
それぞれの表示時間の割合を算出している。なお、操作者は、データ収集中に、撮影モー
ドの選択とともに、選択した各撮影モードの表示時間の割合も変更しても良い。例えば、
操作者は、「Ｂモード、カラードプラモード、エラストモード」の表示時間の割合を、「
５０％、３０％、２０％」に変更しても良い。
【０１２７】
　そして、制御部１７は、図１４Ｂに示す変更後の設定情報に基づいて、データ収集中に
、操作者が指定した表示制御方式での表示制御を行なう。なお、操作者は、設定情報の変
更とともに、初期の設定情報で指定していた表示制御方式、画像生成制御方式、格納制御
方式及び表示制御方式の少なくとも１つを変更しても良い。
【０１２８】
　或いは、制御部１７は、データ収集後に、上記の処理を行なっても良い。かかる場合、
制御部１７は、データ収集後に、操作者が行なった撮影モードの選択に基づいて、図１４
Ｂに示す設定情報を再設定する。そして、制御部１７は、図１４Ｂに示す設定情報と、内
部記憶部１６に格納済みのデータ群とを用いて、操作者が指定した表示制御方式での表示
制御を行なう。なお、データ収集後に撮影モードの選択が行なわれ、かつ、データ収集が
第１画像生成制御方式で行なわれていた場合、制御部１７は、選択された各撮影モードの
表示時間の割合を、初期設定情報で設定されていた各撮影モードの表示時間の割合の比率
を用いて再設定する（図１４Ｂを参照）。なお、第２画像生成制御方式でのデータ収集後
に撮影モードの選択が行なわれた場合、操作者は、選択した各撮影モードの表示時間の割
合を任意の値に設定することができる。第３変形例では、例えば、操作者は、画像診断に
用いる可能性のある複数の撮影モードを初期設定情報で一括撮影を行なう。そして、第３
変形例では、操作者は、データ収集中に、或いは、データ収集後に、モニタ２を参照して
改めて画像診断に必要な撮影モードの選択を行ない、選択した複数の撮影モードそれぞれ
の超音波画像データを用いて、効率的に画像診断を行なうことができる。
【０１２９】
　なお、第３変形例は、データ収集中に、撮影モードの追加が行なわれても良い。例えば
、第３変形例は、データ収集中に、図４に示す設定情報にエラストモードが追加されて、
図１４Ａに示す設定情報に変更される場合であっても良い。かかる場合、制御部１７は、
図１４Ａに示す変更後の設定情報と、データ収集中に操作者が指定した表示制御方式とを
用いた表示制御を行なう。この第３変形例では、操作者は、データ収集中にモニタ２を参
照して改めて画像診断に必要な撮影モードを追加し、追加した撮影モードを含めた複数モ
ードそれぞれの超音波画像データを用いて、効率的に画像診断を行なうことができる。
【０１３０】
　また、画像診断を行なう上で、医師は、被検体Ｐの観察対象の超音波画像データととも
に、他の医用画像診断装置（例えば、Ｘ線ＣＴ装置やＭＲＩ装置等）により撮影された被
検体Ｐの同一観察対象の医用画像データを観察したい場合がある。
【０１３１】
　そこで、第４変形例では、取得部１８は、複数種類の医用画像データが表示用画像デー
タとして設定され、各種類の医用画像データを表示する割合が設定された設定情報を取得
する。そして、制御部１７は、設定情報で設定された割合により表示させる医用画像デー
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タの種類を切り替えることで、表示部の同一表示領域において、設定情報で設定された複
数種類の医用画像データを動画表示させるように制御する。
【０１３２】
　すなわち、第４変形例では、制御部１７は、表示対象を異なる複数種類の医用画像デー
タとして、第１表示制御方式を行なう。具体的には、制御部１７は、種類別に予め設定さ
れた頻度で時系列に沿って生成された複数種類の医用画像データから、設定情報で指定さ
れた割合に該当する種類の医用画像データであり、生成頻度に応じた表示時刻に該当する
生成時刻の医用画像データを順次選択する。そして、制御部１７は、選択した医用画像デ
ータをモニタに順次表示するように制御する。
【０１３３】
　例えば、操作者は、図１５に示すように、超音波画像データ、Ｘ線ＣＴ画像データ及び
ＭＲＩ画像データの３種類の医用画像データを表示用画像データとして設定する。そして
、例えば、操作者は、図１４に示すように、超音波画像データを表示する割合が「５０％
」であり、Ｘ線ＣＴ画像データを表示する割合が「３０％」であり、ＭＲＩ画像データを
表示する割合が「２０％」であると設定する。制御部１７は、受信した設定情報を参照し
て、被検体Ｐの観察部位が撮影されたＸ線ＣＴ画像データ及びＭＲＩ画像データを、Ｘ線
ＣＴ装置及びＭＲＩ装置、又は、ＰＡＣＳのデータベースや、電子カルテシステムのデー
タベースから受信する。
【０１３４】
　そして、制御部１７は、設定情報に基づいて、表示計画を設定する。そして、モニタ２
は、制御部１７の制御により、第１表示制御方式の表示を行なう。例えば、モニタ２は、
図１４に示すように、超音波画像データをフレームレート「Ｕ」で５秒間にわたって動画
表示し、続いて、Ｘ線ＣＴ画像データをフレームレート「Ｘ」で３秒間にわたって動画表
示し、続いて、ＭＲＩ画像データをフレームレート「Ｍ」で２秒間にわたって動画表示す
る。第３変形例によれば、複数種類の医用画像データを用いた検査で診断に必要となる情
報を一括して簡易に取得することができる。
【０１３５】
　なお、第４変形例でも、第３変形例と同様に、制御部１７は、設定情報が変更された場
合、変更後の設定情報に基づく表示制御を行なっても良い。例えば、表示用画像データの
種類が超音波画像データ及びＸ線ＣＴ画像データに変更され、超音波画像データを表示す
る割合が「７０％」であり、Ｘ線ＣＴ画像データを表示する割合が「３０％」に変更され
たとする。かかる場合、制御部１７の表示制御により、モニタ２は、超音波画像データを
フレームレート「Ｕ」で７秒間にわたって動画表示し、続いて、Ｘ線ＣＴ画像データをフ
レームレート「Ｘ」で３秒間にわたって動画表示する。
【０１３６】
　なお、第４変形例で説明した画像処理方法は、超音波診断装置以外の他の医用画像診断
装置により行なわれる場合であっても良い。また、第４変形例で説明した画像処理方法は
、医用画像データを保管するデータベースから各種の医用画像データを取得可能な画像処
理装置により行なわれる場合であっても良い。
【０１３７】
　なお、本実施形態及び変形例の説明において、図示した各装置の各構成要素は機能概念
的なものであり、必ずしも物理的に図示の如く構成されていることを要しない。すなわち
、各装置の分散・統合の具体的形態は図示のものに限られず、その全部または一部を、各
種の負荷や使用状況などに応じて、任意の単位で機能的または物理的に分散・統合して構
成することができる。例えば、Ｂモード処理部１２及びドプラ処理部１３は、信号処理部
として統合される場合であっても良く、Ｂモード処理部１２、ドプラ処理部１３及び画像
生成部１４は、画像生成処理部として統合される場合であっても良い。更に、各装置にて
行なわれる各処理機能は、その全部または任意の一部が、ＣＰＵおよび当該ＣＰＵにて解
析実行されるプログラムにて実現され、あるいは、ワイヤードロジックによるハードウェ
アとして実現され得る。
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【０１３８】
　また、本実施形態及び変形例で説明した画像処理方法は、あらかじめ用意された画像処
理プログラムをパーソナルコンピュータやワークステーションなどのコンピュータで実行
することによって実現することができる。この画像処理プログラムは、インターネットな
どのネットワークを介して配布することができる。また、この画像処理プログラムは、ハ
ードディスク、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ、ＵＳＢメ
モリ及びＳＤカードメモリ等のＦｌａｓｈメモリ等のコンピュータで読み取り可能な非一
時的な記録媒体に記録され、コンピュータによって非一時的な記録媒体から読み出される
ことによって実行することもできる。
【０１３９】
　以上、説明したとおり、本実施形態及び変形例によれば、超音波検査で診断に必要とな
る情報を一括して簡易に取得することができる。
【０１４０】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【０１４１】
　１　超音波プローブ
　２　モニタ
　３　入力装置
　１０　装置本体
　１１　送受信部
　１２　Ｂモード処理部
　１３　ドプラ処理部
　１４　画像生成部
　１５　画像メモリ
　１６　内部記憶部
　１７　制御部
　１８　取得部
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